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日 時 令和元年10月15日（火）18時30分～20時00分 

会 場 北広島市役所5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、東口委員、中目委員、西澤委員、油㘴委員、高嶋委

員 

欠席委員 冨士原委員、亀岡委員、菊地委員 

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、橋本子育て担当参事、記内子ど

も家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、印牧子ども家庭課主査、加藤子ども

家庭課主査、野切健康推進課主査、播磨子ども発達支援センター主査、金田

子ども家庭課主事 

 

 

○事務局    定刻前ですが皆さんお揃いですので、始めさせていただきます。 

それでは会長、進行の方よろしくお願いいたします。 

 

○会長     お晩でございます。すっかり寒くなって冬に近づいているのかなと言う感じ

ですが、お忙しい中また本日もお集まりいただきましてありがとうございます。 

いつも申し上げておりますが、子どもの育ちと子育て世代にとってより良い

環境になるようにということでご審議いただいておりますので、本日も忌憚の

ないご意見をいただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

ちょっと振り返りまして、第1期目の子ども・子育て支援プランがこのよう

にでき上がって皆さんのお手元にもあるかと思います。目に触れたことがある

かと思いますが、これの第2期目ということで、冊子になることが大事ではな

く中身が大事なんですが、今日は素案のご審議をいただくことになっておりま

す。 

事前に配布された第2期のプランにお目を通していただいたと思います。第

1期のプランをご存知の方もいらっしゃると思いますが、私の感想としてはサ

ービスが充実して来ているなという印象ですね。それがさらによりよい環境に、

よりよいサービスの充実に繋がるようにというふうに願っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

それでは第5回子ども・子育て会議を開催させていただきたいと思います。 

本日の審議事項は 1 点ということで、先ほどから申し上げております第 2

期子ども・子育て支援プランの素案についてのご審議をいただくことになりま

す。 

それでは、資料に基づいて事務局の方からご説明をお願いいたします。 

 

○事務局    こんばんは。本日もお疲れのところお集まりいただきましてありがとうござ

います。 

審議事項の第2期子ども・子育て支援プランの素案についてご説明をさせて

いただきます。 

中身の説明に入る前に、これまでの検討経過を今一度確認してまいりたいと

思いますので、お配りしております資料の表紙をめくっていただいて、目次の

ところをご覧ください。今日の説明については前回のご審議までに説明させて

いただいてきたところは割愛して、追加となっておりますところを中心にペー

ジ順にご説明をしていきたいと思います。 

（資料に基づき説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。ちょっとボリュームがありますので、ちょっ

別記様式(第3条関係) 
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とご確認をいただいて、せっかくおいでいただいておりますので、ご意見・ご

質問、感想等をお一人ずついただければと思いますので、よろしくお願い申し

上げます。 

いかがでしょうか。委員の皆さんに考えていただいている、ご確認いただい

ている間に、ちょっと私の方からよろしいですか。子育て支援アプリの登録状

況はどのくらい登録されているか把握されていらっしゃいますか。 

 

○事務局    先月の末くらいに確認したときには、100件くらいの登録となっておりまし

た。 

 

○会長     実際に利用されている方の反応などはありますか。 

 

○事務局    今のところまだダイレクトに感想をいただいたことはないんですけれども、

私どももアプリを始めたばかりで、情報の発信の方法などを研究しているとこ

ろもありますので、知りたい情報・聞きたい情報をスムーズにより受け取れる

ように、努めていきたいと思っているところです。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員の皆様いかがでしょうか。委員お願いい

たします。 

 

○委員     71 ページですが、教育・保育の一体的提供の推進ということで全体的な質

の向上について書いているのかなと思うんですが、認定こども園が始まる前の

雰囲気の内容というか、認定こども園の普及にかかわる基本的な考え方がある

のはいいのかなと思うんですが、その後の（2）、（3）あたりがうちの園が 1

番初めに認定こども園としてスタートしたんですけど、4年目になって認定こ

ども園としてどうあるべきかというのを考えながらやっている時期なので、研

修や質の高い教育・保育についてというところに（2）、（3）の中に認定こども

園も幼稚園・保育園と同等に入れていってもらえたら嬉しいなというのがあり

ます。 

幼稚園・保育園のことは（2）、（3）で書いているんですけど、認定こども園

は新しい施設だよっていう（1）だけで終わってしまっているので、研修など

も一緒にできたらいいですし、この（2）は認定こども園教育・保育要領もあ

ると思うんですよね。なので、幼稚園教育要領と保育所保育指針ももちろんな

んですけれども、今は認定こども園教育・保育要領でやっているので、そこも

入れていただいたり、幼稚園教育と保育士というように2つに分かれて書かれ

てるんですけど、うちの職員は全員「保育教諭」という名前でやっているので、

幼稚園と保育園のことが書かれていて、認定こども園が別になっているので、

3 つの施設が同じように資質の向上を考えていかないといけないのかなと思

うので、（2）、（3）あたりに入れてもらえたらいいのかなと思います。（6）と

かには入ってくれているんですけど。（2）、（3）にもう既に同等、同じ3つの

施設として新しくできた特別な施設ではなくて幼稚園・保育園と同じように入

れ込んでいただけた方がわかりやすいのかなと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。ご指摘のとおりだと思います。認定こども園

も保育そして教育の施設として、なくてはならない存在となっておりますので、

当然横並びで入れていくべきだと思いますので（2）のところの幼稚園教育要

領、保育所の保育指針と併せまして、認定こども園の教育要領を、それからそ
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の下の行の幼稚園教諭と保育士による合同研修というところにも保育教諭も

含めた記載をしたいと思います。 

また、（3）の2段落目になると思うんですけれども、私立幼稚園・私立保育

所に対して支援を行うこととしているんですけれども、これについても、認定

こども園も含めてということでございますので、キーワードとしても入れてい

きたいと思います。 

そのほかの部分についてももう一度確認をしまして、必要がありそうなとこ

ろがありましたら認定こども園の関係の字句を入れていきたいと思います。ど

うもありがとうございます。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員よろしいですか。そのほかの委員でお気

付きの点、ご質問等ございましたらよろしくお願いいたします。 

委員お願いします。 

 

○委員     先日、子育てネットワークの会議に参加させていただきまして、そのときに

私の勉強不足なんでしょうが、サポートファイルというものを知らなくて、そ

のときに教えていただいたんですが、サポートファイル推進事業は今年度から

の事業ということなんですが、どのぐらい配布されているのでしょうか。 

 

○会長     事務局お願いいたします。 

 

○事務局    子ども発達支援センターで配布の窓口としてお渡ししているんですけれど

も、乳幼児のお子さんにうちでお渡ししている分では90部ほどお渡ししてお

ります。そのほかの配布窓口が福祉課等ありますので、それに加えまして100

部ほど配布していると聞いております。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。よろしいですか。ほか、いかがでしょうか。

委員いかがですか。 

 

○委員     75 ページのところで、放課後子ども教室を 3 校で行っているということな

んですけれども、さらに1校追加していくということなので、今のところは大

曲小と双葉小と東部小ということだったので、やはり地区的に言うと西部とか

西の里とか、そういうやっていない地区でやる方向で考えていらっしゃるんで

しょうか。 

 

○会長     はい、事務局お願いいたします。 

 

○事務局    今日は社会教育課の担当が来てないので、こちらとしてもお聞きしたところ

を伝える形になるんですけれども、最終的には全小学校において実施したいと

いう意向だと聞いております。令和 5 年度（2023 年度）までの目標というこ

とになると、さらにもう1校を目指していくということで、具体的にどこの小

学校でやるかというところはこれから調整をしていくということですので、今

のところ未定だと伺っています。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員よろしいですか。委員いかがですか。 

 

○委員     2点あるんですけれども、今アレルギーの子がとても多くなっているなとい

うのがあると思います。ほかのいろいろなアレルギーもありますが食物アレル

ギーが1番多いかなと思うんですけれども、アレルギーの子を持つ親御さんが
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相談できる場所というか、北広の中ではどこが窓口になるのかなと。 

悩みはそれぞれだと思うんですけれども、札幌とかでいうとアレルギーの子

を持つ親の会みたいなのがあって、そこでいろいろな悩みを相談できたりする

ところがあるというのを聞いていますが、北広の保育園に通っている親御さん

はどこに相談したらいいんだろうというのをたまに聞くことがあって答えに

困ることがありました。 

もう1つは、乳児健診の1歳半健診ですとか3歳児健診とかをやっていると

思うんですけれども、必ず午後から受付時間になっていて、1時か1時半から

だと思うんですけど、その時間というのは、就学前の乳幼児にとってはお昼寝

の時間でお母さんたちがいつも眠たい時間だから本当の力が出ないというか、

眠たくて機嫌が悪くてというのを何年も聞いているので、お医者さんの都合と

かもあるのかなと思いますが、実際、午後でないと無理なのかどうかお聴きし

たいなと思っています。 

 

○会長     事務局お願いいたします。 

 

○事務局    まず 2 点目のご質問にお答えさせていただきます。乳児健診、1 歳半健診、

3歳児健診の受付時間なんですけれども、全て午後の時間で設定させていただ

いておりますが、これは小児科の先生が診療時間ではない休診の日などに合わ

せて乳児健診の診察をお願いしているという運用をしている関係で、どうして

も小児科の診察のない時間帯が水曜日の午後の時間になってしまうんですね。 

お子さんのお昼寝の時間と被ってしまう時間ではあると思いますが、できる

だけ小児科の先生に合わせていかなければ運用ができない状況になっている

ので、ご意見は頂いているところではありますが、時間帯の変更が可能かどう

かと言う部分については、お医者さんの体制や医師会とも相談しながら検討は

していきたいと思います。 

 

○事務局    最初の質問の食物アレルギーの窓口についてですが、あいあいやすくすくネ

ットの中でご質問・ご相談をいただければ、確認して後ほどのお答えになって

しまうかもしれないけれども、相談があれば受付はしております。ですが、直

接的な食物アレルギーの窓口は、今はない状況でございます。 

あとは、あいあいの方でイベント的ではありますが、年に数回、保護者の方

を対象にして調理実習を開催しておりまして、そこには栄養士も出席しており

ますので、その時にご質問をいただける場合はご回答できるかなと思います。 

 

○会長     委員いかがでしょうか。よろしいですか。ありがとうございます。それでは

委員、いかがでしょうか。 

 

○委員     感想なんですけれども、小・中学校の状況のところで、子どもたちが減って

いっているというのは、自分の子どもを育てていても感じているところなんで

すが、実際に小学校が統合したりとか、統合しても中学校では1クラスだけで

あったりとか、本当に子どもが少ないなと思います。 

子どもが小さい時よりも今の方がかなり支援の数が多いなというのも感じ

ますが、国でやっているというか、どこの市でもやっているような支援が大半

であると思います。やっぱり北広島市に子どもがたくさん来て、どんどん昔の

ように増えていく環境にするには、北広島市独自の何か支援があったりとかっ

てするとまた子どもが増えていって活気がある学校生活が送れるっていうこ

とが子どもの権利の中にある人間関係を築いていくというのに繋がっていく

のかなと思いました。以上です。 
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○会長     はい、ありがとうございます。事務局、今のところはいかがでしょうか。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。ご指摘のとおり、やっぱり財源のこととかを

考えますと国が推進している事業に乗っかっていくというような傾向がどう

しても出てきてしまうかなと思うんですけれども、委員がおっしゃるとおり今、

全国的にも少子化と言われている時代に入ってきて、どのようにして北広島を

選んでいただくかということを考えたときに、やっぱり独自の子育て支援とい

うのは大きいと思いますので、長期的な視点になるとは思うんですけれども、

今後に向けては検討したいと思います。ありがとうございます。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員、いかがでしょうか。 

 

○委員     どの政策も計画を立てて推進する場合もそう思うんですけれども、これらの

事業は全体、官民一体となってやらなければいけない事業ばかりだと思います

ので、共通認識の基で、人的確保の課題がないのかですね。まずはその市の方

の体制がこの計画に向けてどういった体制を考えておられるのか。 

それと、私ども民間の施設・法人にあっては、なかなか最近も求人難がござ

いましてね、そういった側面から以前にもこの会議で議論がされたようなこと

も聞いておりますけれども、こういった施策を現実に実現していくためには、

やっぱり今当面の課題として、職員を募集するんですけど、なかなか集らない

という実態がございます。ですからそこの面でいくと先日、新聞に出ていまし

たけども、高齢福祉の面では就職支援制度を敷いたり、足りない部分はまたさ

らに充実させていきたいというコメントも載っておりましたけれども、この計

画の実現のために具体的に人的なところで何かお考えがあれば、市の体制含め

て我々民間サイドに対するお考えもあれば、お聞かせいただきたいと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。保育現場などのさまざまな現場においての人

材確保の部分については、前回の会議でも話題になっておりましたけれども市

としても喫緊の課題だと思っております。 

保育士の確保については、先ほど委員から新聞に掲載されたというお話のあ

った就労支援事業ですね。これは、高齢者施設や障害者施設なども含めてなん

ですけれども、新たに就職していただいた方には5万円を進呈し、半年以上就

労を継続していただいた方にはさらに5万円を支給する事業でございます。こ

の就労支援金支給事業については、高齢者の介護施設、障害者施設に加えまし

て、保育園の保育士も対象になっているところでありまして、これについては

引き続きを継続して実施をしてまいりたいと思っておりますし、あと各種子育

て関係のサービスを提供するに当たっては、やはり現場の人材がいなかったら

何もできないということになりますので、引き続き保育士の確保も含めて大き

な課題と捉えて検討していきたいと思っております。 

 

○委員     その側面からこの計画にそういったことを盛り込むお考えはないでしょう

か。具体的にいえば高齢、障がいの方で今のような制度をさらに充実させてい

くと。高齢福祉の方の計画の中で盛り込んでおられるかどうかわかりませんけ

れども。 

 

○事務局    計画全体の中では、例えば61ページの教育・保育の需要量及び確保方策と
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いうところでですね、一番下のものなんですが、提供体制の確保を目指すとい

うようなちょっと抽象的な文言ではありますけれども、そういうような書き方

をさせていただいております。 

ただ、人員配置については市の内部の関係もありまして、私どもだけで決め

ることはできないものですから計画に載せて、その計画だけが先行してしまう

と市全体としても非常にやりづらくなるという部分もあるので、載せづらい案

件ではあります。だからどうしても抽象的な書き方になってしまうというのが

現状でございます。 

 

○会長     委員いかがでしょうか。はい、ありがとうございます。そのほかご質問、お

気付きの点、ご意見ありましたら賜りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

それでは各委員からご意見をいただきましたので、確認をさせていただきた

いと思います。 

1つは、一番大きな修正というところで行きますと、71ページの所から始ま

ります第5章の6の教育・保育の一体的提供の推進ということで認定こども園

について追加をしていくということで、ここは修正をするということでよろし

いでしょうか。 

（異議なし） 

ほかにもあると思いますが、修正した部分はまた今後事務局からお送りいた

だいて、委員それぞれでご確認をいただいて、違和感があればご指摘をいただ

くということでよろしいですか。 

（異議なし） 

それから2点目の確認なんですが、ご意見をいただいた中でこの会議の中で

も出てきた人材確保の部分ですね。それから今日のご意見の中でありました、

市独自の支援策というか、その辺の部分だとかそれにも関連してくるんでしょ

うけど、アレルギーのあるお子さんを持つ保護者の方に対する支援。また、そ

の窓口はと言うようなご意見いただいておりました。 

これに関しては、人材確保の先ほどのお答えの中にもありましたけれども、

第 2 期のプランの中には文言としては入れないけれどもここはしっかりとこ

の会議の場で語られているところなので、第1期の時にもそうでしたけれども、

プランの作成後に新しい事業が追加で行われてきたということで確認をして

おりますので、そのような形でご意見を今後もいただきながら、そこの中で追

加していくことで、計画の中にあえて文言には入れなくてもそこのところも意

識して、きっと今後も市の方でも検討していただき、条件が揃えばこの2期プ

ランの間に先ほどのご意見を実現していく形の検討をしていくことで、確認を

するということで。文言の中には付け加えないということでよろしいですか。 

（異議なし） 

委員の皆さんの方で覚えておいていただいて、また集まる機会があったとき

に、今後またチェックしながら進めていきたいということでよろしゅうござい

ますでしょうか。 

（異議なし） 

3番目といたしましては、そのほかの点に関しましては事務局の方からもあ

りましたが、字句程度の修正であれば事務局一任ということで、そちらの方も

お認めいただくということでよろしゅうございますでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。以上3点を確認いたしましたので、基本的に

は大きな修正は第5章の6、認定こども園に関しての部分の修正なり追加なり

をしていくということでよろしくお願いいたします。 

ご審議いただきましてありがとうございます。 



会議録 

 

 
 

その他ということになりますが、事務局いかがですか。 

 

○事務局    先ほどの説明にもありましたとおり、今後のスケジュールにつきましては、

今月庁議で内部の決定がございまして、11 月 1 日からパブリックコメントを

実施いたします。 

次回の会議につきましては、12 月にその結果を受けてお集まりいただくと

いうことで予定しておりますので、よろしくお願いいたします 

 

○事務局    今、会長の方からお話をいただいた71ページの修正部分につきましては、

パブリックコメントの前に修正をしまして、委員の皆様に、冊子だとまた大量

な資料になってしまうと思いますので、このページのみの修正ということでお

送りをさせていただきますので、ご確認をいただきまして、さらに不明点、ご

意見等ございましたら担当の方にご連絡をいただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。そのほか、ございますか。よろしゅうござい

ますか。 

それでは次回は、パブリックコメント後の12月ということになりますが、

しばらく時間が空きますので、ご意見等がありましたら事務局の方にご連絡い

ただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

本日もご審議ありがとうございました。これにて第5回子ども・子育て会議

を終了させていただきます。ありがとうございました。 

 


